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本研究の目的は、 効率よく最新の情報を共有するための一つの方法として、 高等学校家庭科教員のための教育情報サイ
トを開発し、 その有効性について検討することである。 開発にあたり、 兵庫県高等学校家庭科教員を対象に、 コンピュー
タやイ ンターネ ットの利用状況と家庭科の教育情報サイ トのニーズについての調査を実施した。 調査結果より、 普段から
コ ンピュータやイ ンターネ ットは利用しているものの、 それらに対し不安を抱いていることがわかった。 そのため、 コン
ピュータ操作の熟練度に関わらず利用 ・ 管理ができるように、CMS を用いたサイ トの開発を行った。 公開後に行った評
価に関する質問紙調査では、 サイ トの有用性の高さが示唆された。 その一方で、 教材の投稿に関しては、 消極的な意見が
多かったことから、 それらに関する不安を取り除く方法や管理 ・ 運営についての対策が必要であることが示唆された。 
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1 . 研究の背景と目的
高等学校学習指導要領解説家庭編 ( 文部科学省2010) 
では、 「生活するために必要な衣食住、 家族、 保育、 消
費、 環境などの知識と技術を実践的 ・ 体験的な学習を通
して習得させること」 を高等学校家庭科の目標としてい
る。 ここから、 家庭科で学習する分野は衣食住のみなら
ず、 家族や保育、 消費 ・ 環境など広範囲にわたることが
わかる。 また、 これらは社会の変化に伴い、 内容も変化







目である 「家庭基礎」 が登場したことにより、 単位数が
減少されたが、 学習内容は削減されていない。 そのため、
学習指導要領の目標にあるような実践的 ・ 体験的な学習
活動の充実は、 困難な状況である。 しかしそのよう な状





方策 と し て、 ICT ( Information and Communication 
Technology) を活用した教員支援が考えられる。 田中ら
(2000) や、 奥谷 (2012) においても、 ウェブサイ トを
活用した教員支援の有用性が示されている。 「教育の情
報化に関する手引き」 (文部科学省2010) では、 教員一 
人 1 台のパソ コ ンの支給やグループウェ ア等の校内
LAN (Local Area Network) を用い情報共有をするなど、
ICT を活用することで業務の軽減と効率化や教育の質の



















調査概要については、 表1 の通りである。 調査内容に
ついては、 家庭科教員の状況とニーズを把握するため、
①調査対象の回答者に関する項目、 ②コンピュータ ・ イ
ンターネットの利用状況に関する項目、 ③ 「家庭科」 の
指導上必要な情報に関する項日の3 項目を設けた。 また、
家庭科教員の情報通信ネットワークの利用傾向を詳細に
把握し、 教育情報サイ トの形式を検討するため、 「一般
サイ ト」、「投稿サイ ト」、「SNS」、「掲示板サイト」 の4 
種類のサイ トに関する項目を設けた。 




調査時期 2013年 7 月中旬~ 8 月下旬 
調査対象 兵庫県内の高等学校家庭科教員 
調査方法 郵送によ る質問紙調査 





回答者の任用形態について、 「教論」 と答えた人が70 
% (116人) と最も多く、常勤講師、非常勤講師、 実習
助手という順であった (表 2 )。 これは、 夏季休業の直
前に送付したため、 非常勤講師に質問紙調査用紙が届く
こ とが難しかったためだと思われる。 それでも、 講師
(常勤講師、非常勤講師) の割合は全体の約4 分の 1 であ
り、 家庭科の教員数から見ると、 講師の割合は多いよう
に思われる。
表2 任用形態について (N=166) 

















数については、「2人」 と答えた人が26% (43人) と最
も多い結果となった (表 3 )。 先行研究においても、 野




表 3 家庭科担当者数について(N=166) 































②コンピュータ ・ イ ンターネットの利用状況に関する項日
コンピュータの利用状況について、 「資料 ・ 文書作成
をする」 と答えた人が96% (160人)、次いで、「インター
ネットを使う」 と答えた人が80% (132人) と多かった。 
コンピュータをほとんど使わないと回答した人が全体の
4 % ( 6 人) と少なく、全体的に校務においては、 コン
ピュータを利用していることがうかがえる (表 4 )。
表 4 コンピュータの利用状況について
(複数回答、N= 166) 
回 答 度数 比率 
資料 ・ 文書作成をする 





















「パソコン」 と答えた人が98% (163人) と最も多かった
(表 5 )。 その理由として、平成26年度学校における教育
の情報化の実態等に関する調査結果 (文部科学省2015) 
において、 教員の校務用コンピュータ整備率は兵庫県で
は115.8%であり、 また、 超高速イ ンターネッ ト接続率




表 5 イ ンターネッ ト利用時の端末について
(複数回答、N=166) 






























は、 いずれも少数であった(表 6 )。 特に、sNs につい
ては、 「アカウント を所持 している」 と答えた人は、
28% (46人) に対し、「わからない」 と答えた人が52% 
(86人) と最も多かった。 回答者の年齢層が比較的高く、
SNSに対して関心がないためか、SNSに関しては消極
的な回答が多く見受けられた。 また、 掲示板サイ トや投
稿サイ トについても 「閲覧する」 と答えた人は過半数を
表 6 ウェブページの利用状況について (複数回答、 N=166) 
掲示板サイ ト SNS 







































は、「教材・教具、 資料」 と答えた人が83% (138人) と
最も多く、次いで 「指導内容」 と回答した人が53% (88 
人)、「指導方法」 と回答した人が47% (78人) であった
(表7 )。
表 7 「家庭科」 の指導上、欲しい情報について
(複数回答、N=166) 
回 答 度数 比率 

























て、 「イ ンターネットで検索する」 と答えた人が85% 
(141人) と最も多く、「同じ学校の同僚などに直接会っ
て聞く」 と回答した人が64% (106人)、「研修会や研究
会などで情報収集する」 と回答した人が61% (101人) 








た場合、 他校の知り合いに聞く ことよりも、 同じ学校の
同僚などに直接会って聞く ことが多いが、 それらの回答










やり とりに関する不安等、 イ ンターネッ トやコンピュー
タを使う ことへの不安を感じている教員が多いことがわ




指導案、 授業に役立ちそうなべ一 ジ情報を閲覧 ・ ダウン
ロードできる一般サイ ト」(一般サイ ト)、「B資料集や
指導案、授業に役立ちそうなべ一 ジ情報を閲覧・ 投稿 ・ 
ダウンロードできる投稿サイ ト」(投稿サイ ト)、 「c 情
報共有・ 交換ができるsNs」 (sNs)、「D情報共有・ 交
換ができる掲示板サイ ト」 (掲示板サイ ト) の4 種類のサ
イ トを例と してあげた(表 9 )。
一般サイ ト、 投稿サイ トについて、 「有用だと思う」
と答えた人は一般サイ トが76% (126人)、投稿サイ トも
90% (149人)、「閲覧したいと思う」 と答えた人は一般
サイトが93% (154人)、投稿サイトは83% (138人) と
多かった (表10、11)。 想定しやすいサイ トのため、 こ
表 8 「家庭科」 の情報が欲しい時の情報の収集方法について (複数回答、N=166) 
回 答 度数 比率 






イ ンターネッ トの掲示板サイ トを利用し、 相談する 
その他 



















表 9 家庭科教育情報サイ トの形式
A 
「資料集や指導案, 授業に役立ちそうなべ一 ジ情報を閲覧・ ダウンロードできるサイ ト」 
例 : 各教科書会社や各教育委員会など, 各団体により提供される一般的なサイ ト
B 
「資料集や指導案, 授業に役立ちそうなべ一 ジ情報を閲覧 ・ 投稿 ・ ダウンロー ドできるサイ ト」 
例 : YouTubeやウイキペデイア, ク ツクパツドなど, 個人が自由に投稿・ 閲覧できるサイ ト
c 「情報共有・ 交換ができるSNS」 
例 : mixiや facebook などのサイ ト
D 
「情報共有・ 交換ができる掲示板サイ ト」 
例 : Yahoo!知恵袋, Yahoo!掲示板, 2 ちやんねるなどの掲示板サイ ト 
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のよう な結果になったと考えられる。 情報提供について
は、 一般サイ トは 「条件次第なら」 と答えた人は63% 
(104人) であったが、 投稿サイ トでは、 「思わない」 と
答えた人が49% (82人) と多かった(表12)。
SNSについては、 閲覧、 情報提供についても、 「思わ




掲示板サイ トでは、sNs と比べると、 有用性や閲覧
についても 「思う」 と回答した人は多かったが、 情報提




情報かも」 など、 サイ トや情報に関する信用性について
疑問を持つ声が多かった。 




するため、CMS (Content Management System) の一つ
である 「NetCommons」 を採用した。 調査では、 サイ ト
形式については、 教材や授業実践などが自由に閲覧 ・ ダ
ウンロードできる一般的なサイ トが求められていること
が明らかになったが、 提供できる情報がすぐにないこと
や、 情報やサイ ト を管理する担当者が必要なことから、
運営が難しいことが考えられる。 そのため、 教材や授業
実践などの情報を各自で投稿できるべ一 ジを含めたサイ
ト を開発のコンセプト と した。 なお、 サイ トの信用性を
高めるため、 サーバの管理を兵庫県教育研修所に委託し、
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図 1 「みんなの家庭科」 トップページ
兵庫県の家庭科教員が所属する家庭部会の公式サイ トと
して開発した。
サイ ト タイ トルは、 公式なサイ トであること をアピー
ルし、 また、 みんなで自由に閲覧 ・ 投稿できるよう に
「兵庫県高等学校教育研究会家庭部会 みんなの家庭科」





ガイ ド 図2 ) を作り、全会員に配布した。 
3.1 閲覧の範囲
サイ ト構成は、 教材や授業実践の投稿べ一 ジと家庭部
会に関する報告や連絡を行うべ一 シ(「みんなの教材 ・ 
表10 教育情報サイ トが有用だと思うか (N=166) 
一般サイ ト 投稿サイ ト SNS 掲示板 





































表11 教育情報サイ トを閲覧したいと思うか (N=166) 
一般サイ ト 投稿サイ ト SNS 掲示板 





































表12 教育情報サイ トに情報提供したいと思うか (N=166) 
一般サイ ト 投稿サイ ト SNS 掲示板 
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授業実践」) を作成した。 閲覧範囲は、 家庭部会員のみ
が閲覧できるサイ ト と したため、 ト ップページのみ、 制
限なく閲覧が可能なべ一 ジと した。 その他のべ一 ジはす
べてログイ ンをしないと見ることができないように非公




役員は 「主担」、 会員は 「一般」 のように家庭部会の役
割ごとにアカウント を作成した。 「管理者」 は、 システ
ムの最高責任者であるため、 会員用のアカウント作成、
ト ップページデザイ ン等のすべての作業が可能である。 
「主担」 は、 各委員会等のべ一 ジの主担当者用に発行し
たアカウントである。 それぞれの委員会の長が担当者と
なり、 委員会べ一 ジの記事の投稿が可能である。「一般」
は、 すべての家庭部会会員が全べ一 ジの閲覧、 「みんな
の教材 ・ 授業実践」 への記事の投稿ができる。 
3.3 教材投稿べ一 ジへの投稿と承認
教材や授業実践等を共有することを目的とし、「みん




の内容を確認後、 承認され、 公開される。 




13の通りである。 回答の際には、 サイ トへのログイ ンを
必須事項とした。 主に、 ①サイ ト全般について、 ②投稿
べ一 ジについて、 ③サイ トの信用性についての3 項目に
ついて問う た。
表13 調査概要
調査時期 2015年 6 月中旬~ 7 月下旬 
調査対象 家庭部会に所属する高等学校家庭科教員 
調査方法 質問紙調査 
配 布 数 293枚 (153校) 
回答率は、88枚 (30%) である。 サイト全般について
有用だと思うかという質問に対し、「そう思う」 「少しそ




そう思う」 と回答した人が91% (80人) だったことから、
閲覧制限を設けることで家庭科教員はサイ トに信用性が
あると感じていることが示唆された(表15)。 しかし、
サイ ト内にある教材等の投稿べ一 ジについては、 有用性
は感じながらも、 教材の投稿をしたいかという質問に対
しては、「あまりそう思わない」 「全く そう思わない」 と






えられる。 また、 公立の機関にサーバを設置し、 大学が
サポート し、 閲覧を制限することで、 サイ トの信用性が
高まったといえる。 しかし、 教材投稿べ一 ジについては、
閲覧はしたいと思っているものの、 投稿に関しては消極
的な傾向が伺える。 サイ トを持続可能にするため、 家庭
科教員の教材の投稿を促す方策の検討が必要である。
表14 サイ トは有用だと思うか(N=88) 
















表15 会員のみの閲覧の信用性について (N=88) 
















表16 教材を投稿したいと思うか (N=88) 



















第一に、 教材の投稿数を含め、 サイ ト全体のコンテン
ツを増やす方法についてである。 教材投稿べ一 ジへの投
稿は未承認のものを含めても約30件しか投稿されていな
い (2016年 2 月現在)。 教材・ 授業実践の投稿に消極的
な理由として考えられるものとして、忙しい ・ 面倒といっ
た多忙という要因があげられる。 日頃の業務が多忙であ
り、 新たに導入された今回のサイ ト を活用するには時間
を要するのではないだろう か。 委員会のべ一 ジにおいて




















り、 集計が簡単にできるようになっている(図 3 、 4 )。 
この項目は承認をする際にも使用し、 一つでも当てはま








る。 日頃の業務が多忙な中、 イ ンターネット を使う こと
に不安を感じている教員も多いため、 家庭部会と してサ
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. : 口 生 の作品を投稿する時には、 制作者である生1走の了承を得る。 : 
' 口 授業や活動の様子を投稿する時には、 写っている生徒の了承を得る。 ・ : 口 個人が特定できるような写真は、 モザイク処理やトリミングなどの加工をする。 : 
' 口 生従氏名や評価簿などの個人情報が記載されていないか確認する。 ・ : 口 引用元を記載する。 : 
' 口 動画を投稿する場合は、 動画の制作者・ 出演者等に了承を得る。 ・ l
● ●









l みんなの教材 - 授能の素認
8 月分承認記事について
買間 l :
「2015/08; 17 i-.1れあい育児体験 0 0 0高積
口引用元の記載 口写真の加工 口個入'情報 口キャラクター 口製作者等に許可
l 回警 f 3 l 
図 4 アンケートを使った承認作業(例) 
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